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まずは
「知ってみよう」
から。

同和問題啓発強調月間特集

私は、知らない。
関わったことがない。
自分には関係ない。
だから、
「部落差別」なんて、ない

“知らない”
ままで
終わらせない



　平成28年に施行された「部落差別の解消の推進に関する法律（部落差別解消推進法）」。部落差別は「現在もなお
存在している」という認識のもと、差別のない社会をめざして制定されました。
　しかし、市民意識調査（令和4年度実施）では「差別はない」「わからない」と答えた人が過半数以上。
　本年は、部落差別解消推進法の制定から10年という節目です。この機会に、改めて「部落差別をはじめとするあら
ゆる人権問題」を「自分事」として考えてみましょう。

　部落差別の存在を国が公式に認めたこの法律は、部落差別のない社会を実現することを目的にし
ています。また、差別解消のための施策として、国は「相談体制の充実を図る」「必要な教育・啓発を行
う」「実態調査を行う」ことを明記しています。

　本市においても、部落差別の解消は市の責務であるとの姿勢を明確にすべく「部落差別の解消の推
進に関する条例」を平成31年に制定。さらに「人権教育・啓発基本計画」を策定し、部落差別問題をはじ
めとするあらゆる人権問題の解決に向けて取り組んでいます。
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“知らない”ままで

部落差別の解消の推進に関する法律

▲

田川市部落差別の解消の推進に関する条例

▲

部落差別解消推進法ポイントを押さえよう

同和問題
啓発強調
月間特集
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部落差別は「ある」と認識している人が約3割いる一方
で「ない」「わからない」との回答が6割以上。「詳しく知ら
ない」「関わったことがない」「自分には関係ない」などと
感じている人が多くいることの表れと言えます。
　「ない」「わからない」との回答が多い理由として、人権
問題に意識を向けていない・関心を持っていないため、
差別が見えていなかったり、差別があると感じにくかっ
たりしていることが考えられます。

現在、差別の表れ方や形が変化してきていると言われていま
す。相手を攻撃するあからさまな差別だけではなく、職場・学
校・地域・SNS・インターネットの書き込みなど、何気ない言葉
や態度が、誰かを傷つけているかもしれません。大切なことは
「知らない」「関係ない」で終わらせないこと！

現在でも“部落差別はある”
［意識調査の結果から明らかになったこと］

割

結婚の面 社会の中の部落差別意識 インターネット上の拡散情報

「ない・わからない」のはどうしてだろう？
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あなたは「部落差別」が
現在でも「ある」と思いますか？

「知らない」 「関係ない」…その“無関心”が
部落差別の解消の妨げになっている

Q

A

“一方で”
ない・わからない が

「部落差別の現状認識」に関する8項目の設問のうち「ある」と回答した割合の高い3項目
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“自分事”として考えるために

同和問題啓発強調月間講演会2026

母から娘へ、娘から子へ、
今伝えたいこと

▲詳しくはこちら

■講師 
さかた

坂田 かおりさん（人権テイク・ルート 代表）
　 　　

さかた

坂田
 るり 

瑠梨さん（人権テイク・ルート 啓発フェロー）

各地で大きな反響を呼んでいる
おやこ

母娘講演「母娘で問うた部落差別」の
エピソードを交えながら、これまでの活動や、その思いを語ります。

27月11日（土） 14時～16時
0田川青少年文化ホール

マジョリティとは

令和5年7月号 令和6年7月号

　「社会的多数者」のこと。差別や偏見がある社会環境は、実はマジョリティ側中心
で、マジョリティにとっての「当たり前」により作られていることがわかります。

詳しくは過去の広報紙に掲載した同和問題啓発強調月間特集を参考

▲

「知ってみよう」に応えるために

※解放出版社 部落解放879号を参考にして編集・作成したものです。
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そうそう。おそらく日本国籍者で男性で健常者で被差別部落出身者
でないとみなされている人は、困難な状況に出会うことは少ないだ

ろうね。それは差別の構造を支える「マジョリティ」なのであり「自分事とし
て考えずに済む」存在なのだからね。

●「自分は何者であるのか」を考えることなんだね。

例えば「聞こえない」人と出会って初めて自分が「聞こえている」こと
を考えるようになったとすれば「そのような自分はそれまで何者

だったのか。「聞こえない」人にとって自分はどのような存在だったのか。な
ぜ「聞こえる」ことを考えずに生きてこられたのか。」このように考えていけ
ば「自分事」として考えていることになるんじゃないかなぁ。

●具体的に教えてよ！

そうだね。そのためにも人権問題に、まずは「知ってみよう」と関心を
持つことから始めてみようよ！

●そうか、「マジョリティ」の立場に全く立たない人はいないよね。
誰もが差別の構造を支える可能性があるよね。だから差別を

     解消するためにも「自分事として考える」ことが大切なんだね。

生活の中に差別が入り込んでしまっているという気づきが大切だよ。

  ●「自分事」として考えるとはどういうこと？



人権・同和教育中央講座 0田川青少年文化ホール

7月23日（木）
18時30分～20時 人権が大切にされる社会をめざして

こにし

小西
ゆきえ

幸恵さん
ドリームチルドレン 代表

10月2日（金）
18時30分～20時

性の多様性とアンコンシャスバイアス
～いないのではなく 気づいていないだけ～

あらまき

荒牧
あきら

明楽さん
OVER THE RAINBOW 代表

11月26日（木）
18時30分～20時

いのちに過不足なし
～相模原障害者施設殺傷事件から10年、改めて考える～

たかいし

高石
のぶと

伸人さん
NPO法人ちくほう共学舎「虫の家」 事務局長

日 程 演　題 （仮） 講 師
第
1

回

第
2

回

第
3

回

これだけは知っておきたい人権基礎講座 0田川市民会館講堂

10月20日（火）
14時～15時45分

11月12日（木）
14時～15時45分

複合差別を考える
～社会の問題と気づくことから始めよう～

災害対応にジェンダーの視点を

日 程 演　題 （仮） 講 師
第
1

回

第
2

回

●街頭啓発
6啓発物品（ポケットティッシュ）を配布し、
　 同和問題啓発強調月間を周知する。
0市内商業施設

●懸垂幕・横断幕の設置
市役所

のりめん

法面や田川小学校横歩道橋、
夏吉歩道橋に設置

●広報車による啓発
6市内一円を広報車で啓発

●人権啓発DVDの上映
0市役所ロビー、市民会館ロビー
※議会開催中は議会中継優先、
　上映時間は未定

●パネル展示
0市役所1階、
　 市民会館プロムナード

同和問題
啓発強調
月間特集 終わらせない
“知らない”ままで

期間：7月1日（水）～31日（金）同和問題啓発強調月間・市の啓発イベント

くらとみ

倉富
ふみえ

史枝さん
NPO法人福岡ジェンダー研究所 理事兼研究員

ジェレノー 
はるみ

治美さん
九州大谷短期大学人権論研究会 非常勤講師

なるほど人権セミナーたがわ 0田川市民会館講堂

10月15日（木）
19時～20時45分

9月4日（金）
19時～20時45分

9月17日（木）
19時～20時45分

10月27日（火）
19時～20時45分

11月12日（木）
19時～20時45分

日 程 演　題 （仮） 講 師
第
1

回

第
2

回

第
3

回

第
4

回

第
5

回

人権・部落問題を「今・ここ・自分事」として考える
～人権について考えるポイント～

たにぐち

谷口
けんじ

研二さん
（公財）福岡県人権啓発情報センター 館長

生きづらさを抱えるこども・若者とかかわり
～こどもの権利の視点から～

おおにし

大西
りょう

良さん
筑紫女学園大学人間科学部人間科学学科 准教授

安心して老いるために
むらせ

村瀬
たかお

孝生さん
社会福祉法人ひかり福祉会 在宅所・特養総括部長

人権が尊重される社会の実現をめざして
～ハンセン病患者は罪ですか？～

・ハンセン病家族訴訟原告番号190番

参加体験型学習：「私たちのまち 大発見！」
～しあわせはみんなのねがい～

なべやま

鍋山
こういち

公一
文化生涯学習課 課長補佐

・
なべやま

鍋山
こういち

公一
文化生涯学習課 課長補佐
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いじめや虐待、差別や人権侵害につ
いての悩みなど、いつでも気軽に相談し
てください。相談所の開設日以外の日で
も随時相談ができますので、福岡法務局
田川支局に問い合わせください。相談料
は無料です。秘密はかたく守ります。

　人権擁護委員は、昭和23年、基本的人権をはじめ、広く人
権一般を擁護する法務庁（現法務省）人権擁護局の活動を補
佐するために創設された制度です。委員は民間ボランティア
で、市町村長の推薦に基づき、法務大臣が委嘱します。
　人権侵犯事件（差別、虐待、いじめ、セクハラ、プライバシー
の侵害など、人権が侵害された疑いがある事件）を監視し、そ
の被害から救済するため、調査や情報収集を行い、法務大臣
への報告、または関係機関への勧告などを行います。また、自
由人権思想の普及や、民間における人権擁護運動を助長する
ため、啓発宣伝活動も行います。

　5月22日、多年にわたって人権擁護活動に尽力してきた本
市の人権擁護委員が、福岡県人権擁護委員連合会総会の日
をもって表彰されました。

福岡県人権擁護委員連合会総会で表彰

s田川人権擁護委員協議会（福岡法務局田川支局内）　☎44-1426

子どもたちが種から育てる
　昭和57年に福岡県の人権の花に選ばれた「ひまわり」。市内の小学校では「人権の花運動」の一環としてひまわり
を育てています。この運動は、人権の花を育てることで、協力することや命の大切さを学び、思いやりの心を育む取り
組みです。本年度は、弓削田小学校と田川小学校の3年生が種植えからスタート。水と初夏の日差しをたっぷりと浴
びて、ひまわりの種は立派な苗に成長しました。4月24日に弓削田小学校（写真左）で、5月8日に田川小学校（写真右）
で子どもたちが種を植え、現在も水をやったり雑草を抜いたりしながら、花が咲くときを心待ちにしています。

●規　　格 画用紙四つ切まで
●募集期間 9月1日（火）～30日（水）　　　
●提出方法市内の小中学校・小中一貫校に通う児童・生徒は
所属する学校に提出。それ以外の児童・生徒は作品の裏に直
接「学校名」「学年」「氏名」を記入して文化生涯学習課に提出。

●展示場所
◯公民館まつり（10月）
◯市民会館プロムナード（12月）
◯人権フェスタinたがわ（12月）などに展示
s文化生涯学習課　☎44-5110

●全国人権擁護委員連合会長表彰
うしお

牛尾
じゅんこ

淳子

むらかみ
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顕功
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さちこ

幸子
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しょうこ

晶子
ととき

十時
 えみ 

恵美

写真上段左から 写真下段左から

※敬省略

人権擁護委員の紹介

人権の
花 「ひまわり」に願いを込めて人権の
花 「ひまわり」に願いを込めて人権の
花「ひまわり」に願いを込めて

大切なこと伝えたい 人権ポスター募集!
人権の大切さを訴えるポスターを市内に住む小中学生から募集します。
選ばれたポスターは公民館まつりなどで展示します。


